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■作者　渡部 公志 
　　　　「バラのバスケット」

■東障がい者フレンドホーム
　はがき絵教室
　第２・４金曜日 10:30～12:00

隔月１回、１日発行
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福岡銀行黒門支店 普通口座 1408471
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※身障協会会員の購読料は会費に含まれています

赤い羽根
共同募金

この広報紙の一部は共同募金の
配分金にて作成しました。　　

ＱＲコードより
身障協会の
ウェブサイトを
ご覧ください。

社会福祉法人福岡市身体障害者福祉協会
〒810-0062 福岡市中央区荒戸3-3 - 3 9
福 岡 市 市 民 福 祉 プ ラ ザ 4 階
福岡市障がい者社会参加推進センター
TEL(092)732-6077 FAX(092)713-1393
福 岡 市 立 清 水 ワ ー ク プ ラ ザ

今月のときめきギャラリー今月のときめきギャラリー

今
月
の
一
句

ほっと

一息
南
フ
レ
ン
ド
川
柳
教
室

お
題
は
、「
梅
」で
す
。

川
柳
教
室 

利
用
者
様
選

川
柳
教
室 

萩
原
先
生
選

梅
の
香
に
誘
わ
れ
め
じ
ろ
雪
の
朝

                                    

恵
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
び
梅
も
応
援
し
ま
す
受
験
絵
馬

                                  

董
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無
縁
墓一輪
の
梅
寄
り
添
い
て
　

                               

す
が
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
フ
レ
ン
ド
川
柳
教
室

お
題
は
、「
晴
れ
」で
す
。

晴
れ
の
日
の
天
気
が
愛
し
い
冬
の
空

　
　
　
　
　  

　
　
　
　
木
村
優
子

連
れ
て
っ
て一役
買
う
わ
晴
れ
女

                                

は
る
美

に
っ
こ
り
と
化
粧
も
終
わ
り
ど
こ
行
こ
か

                                         

悦

参 加 者 募 集

第４８回
福岡市障がい者ボウリング大会

日　　時　　 令和7年6月8日(日） 受付9:30　開始10:00

場　　所　　 パピオボウル(屋内駐車場完備）
  　　　　　 福岡市博多区千代1丁目15-30
          　 TEL:092-633-2500

参 加 費　　 1,200円 (2ゲーム、貸し靴代含）

参加資格　　 福岡市在住の障がい者及び身障協会職員

申込締切　　 令和7年5月12日(月)まで

申込･問合せ　福岡市障がい者社会参加推進センター(身障協会内）
             TEL:092-732-6077　FAX:092-713-1393
　　　　　　 E-mail:s.seike@c-fukushin.or.jp

大会実行委員会　中島　ターキーズ(身障協）
             携帯 090-4989-5738
　　　　　　 岩下　博多スターズ(福視協）
             携帯 090-6637-5286

※パピオの駐車場ご利用の方は、当日駐車券をカウンターまでお持ち
  ください。
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障 が い 者 の 社 会 へ の “ 完 全 参 加 と 平 等 ” を !
平成6年2月9日第三種郵便物承認　令和7年5月1日発行　年6回1・3・5・7・9・11月の1日発行

福障協だより「 促進事業を終えて」
身障協だより  保健福祉審議会中間報告「令和22年のあるべき姿を求めて」
令和７年度福岡市身体障害者福祉協会の主な大会・行事予定
5月･6月の企画展示情報～福岡市介護実習普及センターより～
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令和7年度福岡市の障がい福祉関係予算と
新規・拡充事業の主な施策を紹介



　

福
岡
市
の
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
は
、

社
会
保
障
関
係
費
の
大
幅
な
増
加
に
よ
り
、
過
去
最

大
の
１
兆
1,
1
2
8
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
税
収
入
に
お
い
て
も
、
納
税
義
務
者
数

や
給
与
収
入
の
増
加
、
企
業
収
益
の
増
加
、
地
価
の

上
昇
等
に
伴
い
、
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

市
債
残
高
の
縮
減
な
ど
財
政
規
律
を
保
ち
つ
つ
、

新
た
な
基
本
計
画
に
沿
っ
た
施
策
を
着
実
に
推
進
す

る
予
算
を
編
成
し
、
「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
共
生
・
共
創
の
地
域
づ
く
り
」
、
「
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
育
成
と
若
者
の
活
躍
推
進
」
、
「
地
域

経
済
に
活
力
を
生
む
観
光
・
M
I
C
E
の
推
進
と
都

心
部
機
能
の
充
実
強
化
」
、
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等

に
よ
る
新
し
い
価
値
の
創
造
」
と
い
う
４
つ
の
分
野

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
岡
市
の
予
算
の
う
ち
、
福
祉
局
の
一
般
会
計
の

予
算
は
、
1,
8
2
5
億
円
で
、
障
が
い
保
健
福
祉

費
は
、
5
9
6
億
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
約
65
億

円
、
1
2.
2
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
増
加
に
加
え
、
各

種
新
規
・
拡
充
事
業
に
対
応
し
た
予
算
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
予
算
に
計
上
し
た
新
規
・
拡
充
事
業

の
主
な
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
素
よ
り
福
岡
市
の
障
が
い
福
祉
施
策

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
岡
市
で
は
、
「
み
ん
な
が
や
さ
し
い
、

み
ん
な
に
や
さ
し
い
『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
都

市
・
福
岡
』
」
の
実
現
に
向
け
て
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人

に
と
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
令
和
３
年
８
月
に
策
定
し
ま
し
た

「
福
岡
市
保
健
福
祉
総
合
計
画
」
の
障
が

い
者
分
野
に
お
い
て
、
「
①
安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
せ
る
基
盤
づ
く
り
」
「
②
多
様

性
を
認
め
合
い
、
大
切
に
し
合
う
ま
ち
づ

く
り
」
「
③
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
」
「
④
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
」
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

重
度
障
が
い
者
の
増
加
や
障
が
い
者
の
高

齢
化
が
進
む
中
、
「
親
な
き
後
」
の
地
域

で
の
安
心
し
た
生
活
を
見
据
え
た
、
地
域

生
活
の
支
援
や
社
会
参
加
へ
の
支
援
、
差

別
解
消
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
が
自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
、
「
親
な
き
後
」
に
も
住
み
慣
れ

た
地
域
や
家
庭
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
を
め
ざ
し
て
、
障
が
い
者
の
工
賃
向

上
や
強
度
行
動
障
が
い
者
を
支
援
す
る
人

材
の
育
成
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
や

運
営
に
対
す
る
補
助
な
ど
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
へ
の
対
応

と
あ
わ
せ
て
、
機
能
強
化
に
向
け
た
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

令
和
９
年
度
に
改
定
を
迎
え
る
「
福
岡

市
保
健
福
祉
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
計
画
期
間
（
令
和
３
〜
８
年
度
）

の
後
も
効
果
的
な
保
健
・
医
療
・
福
祉
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
、
次
期
計
画
の
策
定
に
向
け
た

審
議
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
今
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
の

新
し
い
価
値
観
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
市
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
必

要
な
支
援
を
受
け
な
が
ら
自
ら
の
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
地
域
や
家
庭
で
い
き

い
き
と
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
障
が
い
福
祉
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
ご
あ
い
さ
つ

福
岡
市
福
祉
局
障
が
い
者
部
障
が
い
企
画
課
長　

福 

留  

裕 

一

福
岡
市
福
祉
局
障
が
い
者
部
障
が
い
在
宅
福
祉
課
長　

板 

本   

　
忍

令
和
7
年
度
　
福
岡
市
の
障
が
い
福
祉
関
係
予
算
に
つ
い
て

　障がいのある人が地域や家庭で安心していきいきと暮らせる社会を目指し、強度行動障がいのある
人を支援する人材の育成を進めるとともに、重度障がい者の受入れ促進のための運営費等を補助する
などの支援を行います。 
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１　　重度障がい者等への支援 

○強度行動障がい者への支援
●支援拠点施設「か～む」での支援等
強度行動障がいのある人の安定した地域生活を促進するため、支援者向けの研修や
「か～む」で24時間、マンツーマンでの支援を実施します。

○重度障がい者の受入施設（生活介護・短期入所）の改修費用等を助成
医療的ケアなどが必要な重度障がい者の受け入れに必要な設備改修や備品購入にかかる費用
を助成します。

新規 ●広域的支援人材の育成、派遣
事業所を支援するため、強度行動障がいのある人の支援に関するアセスメントや環境調整を
図る人材を育成します。また、状態が悪化した強度行動障がいのある人の支援を行っている
事業所に対し、専門人材を派遣する仕組みを構築します。

○グループホームへの重度障がい者受け入れ支援
重度障がい者や強度行動障がいのある方を受け入れるための職員人件費の一部を助成します。
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。
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　障がいのある人が地域や家庭で安心していきいきと暮らせる社会を目指し、強度行動障がいのある
人を支援する人材の育成を進めるとともに、重度障がい者の受入れ促進のための運営費等を補助する
などの支援を行います。 
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１　　重度障がい者等への支援 

○強度行動障がい者への支援
●支援拠点施設「か～む」での支援等
強度行動障がいのある人の安定した地域生活を促進するため、支援者向けの研修や
「か～む」で24時間、マンツーマンでの支援を実施します。

○重度障がい者の受入施設（生活介護・短期入所）の改修費用等を助成
医療的ケアなどが必要な重度障がい者の受け入れに必要な設備改修や備品購入にかかる費用
を助成します。

新規 ●広域的支援人材の育成、派遣
事業所を支援するため、強度行動障がいのある人の支援に関するアセスメントや環境調整を
図る人材を育成します。また、状態が悪化した強度行動障がいのある人の支援を行っている
事業所に対し、専門人材を派遣する仕組みを構築します。

○グループホームへの重度障がい者受け入れ支援
重度障がい者や強度行動障がいのある方を受け入れるための職員人件費の一部を助成します。
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　福岡市は、令和６年４月より「改正障害者差別解消法」が

施行されたことを機に、「障がい者差別解消・障がい理解促

進事業」を開始いたしました。この事業は、広く市民に障が

いのことや障がいのある方についての理解を深め「障害者差

別解消法」「福岡市障がい者差別解消条例」で規定する「不

当な差別的取り扱いの禁止」や「合理的配慮の提供」の考え

方について市民へ浸透させることを目的に、障がい当事者が

地域へ出向き啓発促進をする取り組みです。まだ地域からの

依頼は多くはありませんが、徐々に増えてくることを願って

います。

　今回は今までに依頼を受け実施した中から、令和７年３月

１日に「福岡市立東光公民館」で行った促進事業について紹

介します。

　公民館からの依頼は、「障害者差別解消法」「障がい者差

別解消条例」の話と「障がい当事者の日常生活について」、

パラスポーツ「ボッチャ」についてと多岐にわたっていまし

た。受講者は公民館を利用されている団体の代表者とのこと

で、代表者研修の一環で開催されました。持ち時間は1時

間。またそれぞれの内容について詳しくは話せませんでした

が「差別解消法」「差別解消条例」については伝えることが

できたと思います。自分の障がいについては障がいを負った

こと、障がいを負ってからの生活や生きていく上での考え方

について話をし、どのような障がいかは伝えられたと思いま

す。研修会で一番盛り上がったのは、「ボッチャ」の体験で

した。実際に競技用のボールを手に取って的に向かって投げ

てもらったことでした。簡単そうに見えて意外と思うように

ならないところが良い体験になったようです。今回は時間の

都合で駆け足になりましたが、良い啓発になったと感じてい

ます。予定の1時間は少し過ぎましたが、このような研修会

が市内全域に広がり、障がいのある人もない人も地域で安心

して暮らせる社会に繋がることを願っています。

「促進事業を終えて」
福岡市肢体障がい者福祉協会　清水邦之

講師派遣の申込から研修会等の実施まで

講師※1を選び、申込書※2を社会参加推進センター
 （身障協会内）へ提出

研修会開催。派遣した講師による講話等の実施

研修会集合後、アンケート及び報告書※2の提出

依頼団体は講師と、内容などを打合せ。
 （会場の確保、受講者の募集は、依頼した地域団体
　に行って頂きます）

社会参加推進センターから、講師派遣の決定通知

※１講師一覧は、福岡市のＨＰで閲覧できます。

※２申込書等の様式も、福岡市のＨＰからダウンロー

　ドできます。

（福岡市ＨＰ｢福岡市障がい者差別・障がい理解促進事業｣内）

講師一覧 web ページ 諸様式類 web ページ

　　　　　　　　　お問合せ先
福岡市障がい者差別解消・障がい理解促進事業
                             事 務 局
福岡市障がい者社会参加推進センター
                       （福岡市身体障害者福祉協会）
ＴＥＬ:092-732-6077　FAX:092-713-1393
e-mail:sokushin-rikai@c-fukushin.or.jp

　障がいがある人が、いきいきと活躍するために、様々な働き方の支援を行います。

　障がいがある人の社会参加のかかわる様々な活動を推進・支援します。

　その他、今年度も引き続き、各種障がい福祉サービス、地域生活支援事業等の充実に努めてまいります。

２　　様々な働き方の支援

３　　社会参加の推進

障がい者差別解消について「不当な差別的取扱い」や「合理的配慮の提
供」など条例の考え方等の周知をさらに行うため、啓発動画を公開して
います。福岡市ホームページからご覧ください。
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新規

○障がい者スポーツセンターの機能強化等検討
現在の社会的ニーズに対応した、障がい者スポーツ普及の
拠点施設とするため、老朽化への対応策と合わせて、機能強化
に向けた検討を進めます。

施設外観

○障がい者施設で働く障がい者の工賃アップ支援
障がい者工賃向上支援センターが企業への業務開拓や障がい者施設へのマッチング、受注体制づくりなど、
一体的な支援を行うことで、障がい者の工賃アップを支援します。

○障がい者の雇用促進
障がい者の企業への就労を促進するため、障がい者就労支援センターにおいて、障がい者やその家族への
支援、企業への啓発・助言、就労移行支援事業所等への支援などを行います。

○重度障がい者の活躍の支援
外出困難な重度障がい者等が、出勤することなく、自宅に居ながら、パソコン等を活用したテレワークに
チャレンジします。

外出困難な重度障がい者等

自宅でパソコン操作

分身ロボットを活用し、
保育園で園児・保護者と
挨拶を交わしている様子


